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1．はじめに 

 土構造物の性能設計のうち盛土構造物を対象とする時、照査性能として沈下・変形が挙げられる。

道路や鉄道盛土のような長手構造物では沈下計測点が多くなり性能を管理するのに労力がかかる

ほか、測量時に計測誤差も含まれる。そこで、盛土本体や基礎の沈下・変形を自動的に計測し、管

理を容易にするため、GPS（Global Positioning System）1)による自動計測とインターネット・携帯電

話による計測値管理を試みた。本文では、その概要と計測結果について報告する。 

2．計測位置と GPS 計測 

 計測は栃木県真岡市にある東日本高速道

路㈱北関東自動車道蓬田トンネル工区の道

路盛土本体施工部にて行った（図 1）。GPS

測定点から 50m 以内の 2 地点でボーリング

調査を実施している。 

図 2にGPS受信システムの概略図を示す。

沈下板についだ鋼管の頂部に GPS アンテナ

を据え付け、携帯電話回線で GPS の観測デ

ータを収集する。収集したデータは、周辺

の国土地理院電子基準点データ（5 点～8 点）

と合わせて解析することにより高精 
図 1．GPS 計測地点 

度に位置（座標）を求めることがで 
きる。 

初期設置の後、盛土本体構築の過 

程で受信アンテナが土中に埋もれる 

ことのないよう、受信体下部の鋼管 

を継ぎ足しながら延長した（写真 1）。延長作 

業による受信アンテナの移動が測定 

に影響を及ぼすことも懸念されたた 

め、本体工事施工者に留意をお願いした。受信体

は中空の剛性管であり、施工後は中空部を充填の上、盛土本体に埋設することとした。 

図 2．GPS 受信システム 

盛土沈下を観測するポイントに GPS 計測装置を設置し、1cm 以下の精度で計測することを目標

としており、GPS を使用して、施工中及び施工後の盛土の動態を高精度に把握することとした。 
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写真 1. 設置状況及び観測状況 

3． 計測結果と考察 

 盛土基礎地盤の沈下測定結果を図 3 に示す。沈下計測値にばらつきはあるが、トレンドは盛土履

歴に対応した沈下の傾向をよく表しているものと思われる。計測場所が施工現場であるため、重機

が受信器の横を往来する。そこで受信器の近くに反射面が存在し、直接波だけではなく間接波が発

生することでマルチパスが生じ、沈下量のばらつきに影響している可能性が考えられる。特に盛土

築造過程で、受信器ピラーが土に埋もれていき地表面に受信器が近づいたときは、重機の往来によ

り GPS の電波が遮られる場合が多く発生し、測定に少なからず影響を与える。 

 

4． おわりに 

 GPS により盛土基礎の沈下を測

定する手段について詳述した。測

定値は誤差を含むものの盛土履歴

を勘案すると、その性状をよく表

していると考えられる。提案法は

他の長手構造物や大規模構造物に

おいて、照査性能を合理的に管理

するうえで有用な手段になるものと考えられる。

また、計測結果を解釈するために、水～土連成弾

塑性有限要素解析を行っている。解析値やその考察については、機会を改めて報告したい。 

図 3．GPS 計測沈下履歴 
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